
令和６年３月草津市議会定例会 「代表質問」項目一覧表 

 

日 程 発言順位 
議席 

番号 
議員氏名（会派名） ページ 

３月１３日（水曜日） 

１ １９番 
西 田   剛 議員 

（草政会） 
１ 

２ １３番 
土 肥 浩 資 議員 

（市民派クラブ） 
１ 

３ ２０番 
西 垣 和 美 議員 

（公明党） 
２ 

４ １５番 
藤 井 三恵子 議員 

（日本共産党草津市会議員団） 
３ 

５ １４番 
八 木 良 人 議員 

（みらいの風） 
 ３ 

６ ５番 
田 中 詩 織 議員 

（草津維新の会） 
 ４ 

 



質問日令和６年３月１３日（水）質問者６名

質問時間は答弁時間を含めず、（基礎時間２０分＋会派構成議員数×５分）であり、会派ごとの上限は６０分間です。

質問方法は、一括質問一括答弁方式で行います。
発言
順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

1 西田　剛 草政会 ○橋川市長5期目に向けての、政治姿勢、施政方針についての考え方について
（６０分） ・今回の選挙結果の評価について

・橋川市長自身が一から築いた政策は何かについて
・市民と約束したマニフェスト実行と、向こう4年間で行うことについて
・予算の実践方法と、施政方針の想いの実現について
・4年後以降の「未来の草津市」設計図と市長任期の継続と橋川市長としてのゴールはど
こなのかについて
・市制施行70周年を市民と共に祝うことについて
○職員力の向上と、仕事に対するモチベーション及び責任感について
・職員のモチベーションが上がる、意欲が湧くための解決策について
○令和6年能登半島地震から見る本市の危機管理体制について
・必要備蓄品の準備と、女性職員の配置体制について
・災害時トイレ問題解決の一番解決方法である合併処理浄化槽設置について
・過去の災害から学んだ教訓が活かされるのかについて
・本市の危機管理能力と、初動体制の機能性について
・配慮が必要な障がい者の避難所設置の有無について
○時代と共に変化している日本語・言葉遣いから見る本市の国語教育について
・本市の日本語・国語教育に対する指導方針、「ら抜き言葉」の是非について
○こどもの教育環境向上と不登校対策について
・不登校対策の今後の取組みと、これまでの取組み評価、課題、次期への考え方につい
て
・こどもたちの学びや生活の場の整備の本市の考え方について
○保育を取り巻く環境と、これからのこども施策について
・保育環境整備と保育の質の向上と保育士確保の考え方について
・職員配置の実態に即した人件費の考え方について
・保育士トライアル研修継続と、賃金問題を含む処遇改善の考え方について
・保育士を取り巻く問題、課題と保育環境の改善について
・こどもや若者の視点に立った、本市が目指すこども施策の実現について
○わたSHIGA輝く国スポ・障スポ2025について
・国スポ・障スポを成功に収めるための整備、考え方について
・国スポ・障スポに向けた市民の機運の盛り上げと、どのような大会にしたいのか、市の
考え方について
・市民協力による環境整備について
・国スポ・障スポ後のプール運営の考え方と、スポーツ振興について
○協働のまちづくりを更に推し進めるためのまちづくり協議会の在り方について
・まちづくり協議会活動において、特に顕在化した課題や問題点について
・指定管理見直しにおいての変更要件や方針について
○地域コミュニティの希薄化対策について
・希薄化という難しい問題・課題に対する解決策計画について
○地域内経済の活性化対策と企業誘致の重要性ならびに農業振興について
・経済活性化の本市の考え方、戦略と、地域産業やビジネス環境向上の取り組みについ
て
・本市が独自の企業誘致拡大に取り組んで行く方向性と、農業者を増やす農業改革とは
何かについて
・企業用地確保と農業振興基盤整備をバランスよく展開することについて
○2024年問題を前に、本市における公共交通対策について
・本市の公共交通計画の総合的な考え方について

2 土肥　浩資 市民派 ○生活者・納税者・消費者・働く者の視点に立った行政について
（３５分） クラブ ・生活者の視点に立った行政のあり方

・納税者の視点に立った行政のあり方
・消費者の視点に立った行政のあり方
・働く者の視点に立った行政のあり方
〇待機児童問題の解消について
・待機児童問題の解消に向けた市長の決意
〇施策の優先順位について
・「安心」「活力」「安全」「透明」の主要施策の優先順位

令和６年３月定例会代表質問【質問者および質問項目】
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発言
順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

3 西垣　和美 公明党 ○「誰一人取り残さない社会」の実現について

（３０分）
・「誰一人取り残さない」社会の実現のために取り組むことや課題、今後の新たな政策に
ついて
・制度外で困っておられるグレーゾーンへの支援について
○総合政策部の政策立案機能と総合力について
・時代に応じたニーズへのアンテナやデータ活用について
・縦割り文化をコントロールする総合的な司令塔である総合政策部の舵取りについて
○人口ビジョンからの草津市の政策の方向性について
・２０５０年までの人口推計から想定される草津市の課題について
・人口ビジョンの改定と人口ビジョン２１００で提言された基本的課題や人口戦略の考え
かたを取り込むことについて
○オープンイノベーションの場として、「フューチャーセンター」の創設を
・UDCBKを「フューチャーセンター」にリノベーションすることについて
○防災、減災について
・災害時のトイレの確保と管理計画の策定について
・訓練時のトイレ設置のシュミレーションを
・避難行動要支援者の避難個別計画の策定の進捗
・状況と課題と改善に向けた取り組みについて
・防災チャットボット「SOCDA」導入について
・耐震化費用や災害時の助成の拡充について
・避難所運営で女性の視点を取り入れるための防災女性リーダーの育成と避難所運営
の訓練について
○健康で幸福なまちをつくるためのウエルビーイングについて
・ウエルビーイングの指標の研究の進捗状況について
・総合計画第2期の計画策定において、全ての部局で、ウエルビーイングの観点を持つ
ことと可視化について
・ウエルビーイングの指標を基にアンケート調査の実施について
○アウトリーチ型支援について
・市社協のアウトリーチ型支援の実践について
・重層的支援の民間との連携について
○多文化共生社会の推進について
・３年間の取り組みについて
・保育や教育の現場での対応について
・外国人児童生徒への個別の支援について
○こどもまんなか社会の実現のために
・こども計画の策定について
・こどもや若者の参画や意見聴取の実施の仕方
・こども基本条例の策定について
○ESDの取り組みと教育と福祉との連携について
・ESDのモデル校実施の成果と検証について
・カリキュラムマネジメントの取り組みについて
・こども・若者の意見表明の機会と多様な社会的活動に参画する機会への具体的な取り
組みについて
・福祉と教育の連携のあり方や必要性について
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発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

4 藤井　三恵子 日本共産党 ○防災（地震・豪雨災害）に強いまちづくりについて
（３０分） 草津市会議員団 ・地震災害に備える防災計画について

・老朽原発廃炉と県の防災計画の見直しを要請せよ
○市長の政治姿勢（国・県との関わりで）について
●岸田政権に対する認識について
・金権汚職政治に対する見解
・平和外交への流れと支援についての見解
・軍備拡大予算に対する危険性について
・核廃絶での取り組みについて
●滋賀県医療構想におけるベッド数削減計画について
○市民の命と暮らし・営業を守る施策について
・高齢者施策（介護・補聴器補助制度）について
・国民健康保険税に関して
・子どもの医療費助成制度について
・新型コロナ感染対策について
・７５歳以上の後期高齢者医療の健康診査について
・ジェンダー平等推進体制について
・インボイス制度導入以降の影響について
○安全・安心のまちづくりについて
・市内全域の公共交通の確保について
・開発行政とまちづくりについて
○子育て・教育行政について
●保育所運営について
・保育士確保・支援について
●教育行政の課題について
・給食費無償化
・学校のマンモス化解消
・学校教員の働き方の改善と教員確保の問題

5 八木　良人 みらいの風 ○未来に責任のある草津市政改革
（３０分） ・30年40年先につながる市政改革

・未来へつけを残さない財政
・今までとは違う取り組みでのDX推進について
○市民の命を守る市政運営
・機能する防災の観点から4年間の具体的防災対策
・コロナワクチンの例のように医療におけるマイナス情報を市民に公開することについて
○ゼロカーボンシティくさつ実現に向けた取り組み
・温室効果ガス削減を検証する方法
・体育館空調設備はゼロカーボンシティにとって課題の多い施策ということについて
・太陽光発電の積極的導入について
○こども計画の策定
・行政に横串をさし、各課一丸となって計画策定に取り組むことについて
○子どもの権利・こども基本法・こども大綱をふまえた教育行政
・教育長のモットーとされる「変化を恐れず果敢に挑戦する教育委員会」について
○教員のおかれている状況
・教職員が忙しくて大変だという論拠データ
・学校DX推進についての内容と達成度をはかる指標
○子どもの権利を最大限に考えた教育
・教職員の子どもの権利条約・こども基本法・こども大綱への理解度、理解するための研
修計画
・子どもたちが子どもの権利を学ぶ機会の確保
・子どもたちが学校でのルール作りをカリキュラムとして取り組むこと
○教育委員会としてのPTA支援
・教育委員会がPTAのコンプライアンス問題にどのように取り組んできたか
・今後どのように取り組まれるのか
○未来へつながる行政運営
・未来への責任を果たすための行政運営の転換について、市長・教育長の思いと決意に
ついて
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発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

6 田中　詩織 草津維新の会○市民が関心を持つ魅力的な市政運営について
（３０分） ・「市民との協働のまちづくり」の実現に向けた今後のビジョンについて

・こども、若者のまちづくりへの参画について
・広聴機能の充実について
○魅力的なまちづくりに必要不可欠な組織づくりについて
・市職員のワークライフバランスの推進と業務改革を柱とした働き方改革の重要性につ
いて
・若手職員の意見や施策案を検討するボトムアップについて
・今後のDX推進について
○女性が活躍する草津市の未来について
・草津市における女性職員の１５年以内の離職率について
・草津市における女性の管理職割合について
○未来を担う人材づくりと教育環境の充実について
・教員の心理的安全性の確保に対する取り組みや、業務改革・負担軽減の重要性につ
いて
・「誰一人取り残さない教育の実現」の具体的な方策について
○安心してこどもを産み、子育てできるまちの実現について
・保育やこどもの居場所について
・こどもの視点にたち意見を聴き計画を策定することの重要性について
・養育費を受け取るための仕組みづくりについて
○防災について
・自助・共助についての周知と草津市民の防災意識の底上げについて
○草津市の魅力を発信するSNSについて
・今後のSNS戦略について
○令和６年度当初予算と行財政マネジメントについて
・持続可能な予算運営について
・事業の整理合理化の重要性と実施について
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